馬力に うたる 

永 禄四年 七月 三十日。 余 (上 杉 謙 信) は ひそかに 春 

日 山城 を降リ 五智の 海へ 散歩に でた。 従う 者 は 池 田 放 

しん ぼち 

善坊 という 新 発意た だ 一 人。 余 は 時々 サム ライが ィャ 

になる。 自分が サム ライで ある こと も、 サム ライの 顔 

を 見る の もィャ になる ことがあ るの だ。 この 日 は 特に 

そうだ つ た。 

余 はこの 年の 三月 小 田 原 を 攻め、 古河に 公方 を 置き 

などして、 自ら も 病に 倒れ、 六月に 至ってよ うよう 帰 

国した ばかりで ある。 百 余日に わたる 遠征に 将兵 は疲 



「これ、 アン タ にやる さ」 

と 余の 鼻先へ 突き だした。 みな 相当の 年配であった。 

「あなた 方 は 何者 だね」 

「PT A の 婦人 連盟ら がね」 

彼女ら は 余の 領内の 女傑 もしくは 女の 顔役と も 呼ぶ 

べき 連中で あるら しい。 余が 謙 信で ある こと を 知る 者 

のなかつ たこと は 幸いであった。 

彼女ら は 概ね 余よりも 水練が 達者で あつたが、 中に 

は 佐 渡まで 行く つもり かと 思われた ほど 沖合 遠く 泳ぎ 

去り 平然と 泳ぎ 戻った 女傑 も 三 四いた ので ある。 いず 

れも 余と 同年 配、 三十 二三の 額に 小 ジヮの 現れた 女性 



戻る と、 放 善 坊が性 こり もな く 一句した ためて 余に 示 

した。 

大海 は洋々 と 童貞 を つつみ 

PT A のォバ サンと アヤメ 分たず 

ただ 見る 疲労の 色 ある はこれ 童貞 

「さっきの 句より はいくら かマシ だ」 

余 は 破かずに 紙片 を 投げ返した。 放 善坊は カラカラ 

と 笑い、 

「万事、 食慾の 問題です よ。 坊主の 食物 を 食って たん 



「大きな 皿に 山盛り バイ を 持って 参れ」 

「ハイ」 

女中 は 莞爾と 笑い、 親しげ に 余 を 見返して イソ イソ 

と 立った。 放 善坊は イマ イマ しげに 女中の 後 姿 を 睨ん 

でいた が、 

「ゥ ヽム。 タニシ を 食わな くち ゃァ、 女中に もてない 

のか。 チェ ッ！ 仕方がない」 

その 女中 は PTA の 顔役 連と ちがい、 年 も 若くて、 

いくらか 美人であった。 放 善坊は 詮方な く タニシ を 食 

う 方 を 選んだ ものの ようで ある。 しかし、 最初の バイ 

を 食べた 時、 彼 は 血相 を 変えて 叫んだ。 



女中 は 嘲笑して 去った が、 卓上に は 置き場がない ほ 

どの 大きな 皿に バイ を 山盛り 運んで きた。 二人 は それ 

もこと ごとく 平らげた が、 さすがに 放 善 坊も五 皿 目 を 

所望し なかった。 余 もこと ごとく 満腹であった。 

放 善坊は 食べ 終る と 横臥して 目をつぶり、 

「知りませんで したねえ。 人生 は 深く、 ひろい。 バイ 

を 食べて、 人生に バイ バイ。 また、 よし。 また、 よし」 

ふと 見る と、 彼 は 泣いて いたので ある。 

余 もまた 強烈な 心境に 憑かれて いた。 バイと は 何物 

だ。 タニシ そのもので あっても かまわない。 その 存在 

がーに 尊 まれる の は、 人に 食せられ るに よってで ある _ 



死せ ざれば ただ 水中の 怪物に すぎざる 物 も、 死して 人 

に 食せられ て は、 放 善 坊をも 泣かしむ るので ある。 人 

生の 理 はかくの 如くに 顕然たり。 余 もまた よく 己が ッ 

トメ を 果して 死せ ざれば、 ただ 春 日 山の 怪物に すぎ ざ 

るべ し。 

余 は 生来の サム ライで ある。 サム ライが サム ライた 

る ， J と を羞じ 怖れ て は 己が ッ トメの 果さ るべき 理 がな 

いで はない か。 

憎むべき かの 信玄を 斬れ。 かの 入道 を 足下に 踏ん ま 

えよ。 将兵の 辛苦 はさる ことながら、 これ もまた 銘々 

のッ トメなら ば 是非 もな し。 謙 信 は バイた らん。 諸氏 



もまた バイ たれ。 春 日 山城の 総員 は あげて バイ たれ。 

諸氏 は その 馬力に 於て PT A の 女 連盟に 及ばず といえ 

ども、 バイ たれば 足る ので ある。 謙 信 は 馬力に 於て P 

T A の 女 連盟 に 遠く 及ばず。 しかも 余が バイ たれば、 

PTA の 女 連盟 は 余の ために 哭し、 余の 名 をた たえる 

であろう。 諸氏に 於ても また 然り である。 バイ たれ。 

バイ たるべし。 バイた らん。 

余が かくの 如くに カツ ゼン 大悟して、 ふと 見やれば、 

放 善 坊は涙 を 拭き 拭き カラカラと 狂 笑して 起き 上り、 

「さて、 この 勘定 はいくら だろう か。 それが 心配に 

なって きた。 勘定 を 払う 前に あんまり 味 を ほめす ぎる 



過ぎし 太平洋戦争 も、 今日の 余 も、 ともに 最後の 本 

営 を 川 中島に 対して 設けた る ことの 奇遇 を あやしむ の 

だ。 かの 時代と 今日と、 戦略 的に 共通した ところ は 一 

ッ もない。 兵器 も 戦術 も 異なって いる。 すべて は 偶然 

と 思う 以外に 仕方がな いが、 と は 云え、 死 を 決した る 

身に は、 偶然 もまた 奇怪なる 感慨 を ともなう ので ある _ 

余 は 過ぎし 太平洋戦争の 如くに、 余の 今日の 出陣 も 

また 日本の 悲劇的な 象徴で なければ よ いがと 考えた。 

そのために は、 余 は 敵に 勝つ あるの みで ある。 かの 悪 

逆 無道の 山 蛸 をた だ八ッ 裂きに する あるの み。 

妻女 山の 西方 は 北国 街道 を はさんで 善 光寺に つづく 
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